
　

2
月
15
日
、
坂
東
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
会
長
田
村
光
子

氏
か
ら
木
村
市
長
に
、
昨
年
7

月
15
日
に
諮
問
し
た
「
第
4
次

ば
ん
ど
う
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
案
は
、
昨
年
の

7
月
に
実
施
し
た
住
民
意
識
調

査
の
結
果
を
も
と
に
審
議
を
重

ね
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
を
踏
ま
え
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
い

つ
も
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
で
個
々
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
個
人
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
更
な
る
実
現
に
向

け
た
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
第
4
次

ば
ん
ど
う
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
行
政
・
市
民
・
事

業
所
等
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
一
人
ひ
と
り
が

活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

2
月
6
日
に
ト
ル
コ
南
部

で
発
生
し
た
大
地
震
で
、
国

際
消
防
救
助
隊
の
一
員
と
し

て
茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部

の
長
妻
秀
一
さ
ん
（
大
崎
）

が
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
長
妻
さ
ん
は
2
月
7
日

か
ら
2
月
15
日
ま
で
の
9
日

間
（
現
地
活
動
8
日
間
）
の

派
遣
期
間
で
、
ト
ル
コ
共
和

国
の
被
災
地
で
安
否
不
明
者

の
捜
索
と
救
助
活
動
を
行
い
、

6
名
救
出
（
救
助
後
に
死
亡

確
認
）
お
よ
び
生
存
者
1
名

の
診
察
に
携
わ
り
ま
し
た
。

災
害
現
場
で
の
救
助
活
動
を

経
験
し
た
長
妻
さ
ん
は
、「
災

害
対
応
は【
自
助
】【
共
助
】【
公

助
】
の
3
つ
の
連
携
が
不
可

欠
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
被
災
地
救
助
派
遣

第
３
回
坂
東
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲トルコ共和国被災地の様子（写真：JICA提供）▲日本の救助隊活動の様子（写真：JICA提供）

▲�派遣から帰国した�
長妻秀一さん（大崎）

まちの話題

▼
息
子
や
孫
を
装
い
、「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
登
録
し
て
お
い
て
」は
詐
欺
で
す
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